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環境大学なごや

栄

エコパルなごや

（消防署があるビルの13階）

　子どもも大人も気軽に参加できる環境講座が開講されています。自然体験、工作、
ワークショップから自宅で学べるオンライン講座までいろんな講座があります。
　詳しくはウェブサイトのラインナップや無料配布中の冊子「なごや環境大学ガイ
ドブック2021後期号」をご覧ください。

〒460-0008 名古屋市中区栄1-23-13 伏見ライフプラザ13階
〈TEL&FAX〉052-223-1223 〈E-mail〉jimu@n-kd.jp 〈HP〉https://www.n-kd.jp

「なごや環境大学ガイドブック2021後期号」
配布＆ウェブサイト公開中！

「なごや環境大学」実行委員会事務局（エコパルなごや内）

藤前干潟ふれあい事業のご案内

10月17日（日）９時30分～ 12時
小学生以上（小学生は保護者同伴）
20名（応募者多数の場合は抽選）
10月３日（日）
稲永ビジターセンター（港区野跡４-11-２）、
あおなみ線「野跡」駅または市バス「野跡駅」バス停下車徒歩15分。
駐車場有。

日　時
対　象
定　員

（1）「干潟（ヨシ原）の人気者　カニとトビハゼに会おう！」

締　切
会　場

11月20日（土）　13時30分～ 15時30分
どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
20名（応募者多数の場合は抽選）
11月５日（金）

日　時
対　象
定　員
締　切

（2）「ひがたにくるトリ、どんなトリ？」

名古屋市野鳥観察館・稲永ビジターセンター（港区野跡４-11-２）、
あおなみ線「野跡」駅または市バス「野跡駅」バス停下車徒歩15分。
駐車場有。

会　場

メール、電話、FAXにて下記①から④の事項をお伝えください。
①催し名　②参加者全員の氏名（小学生の場合、学年も記入）
③電話番号（日中連絡のとれる番号）　④住所
藤前干潟ふれあい事業実行委員会
〒460-0008　名古屋市中区栄１-23-13　伏見ライフプラザ13階エコパルなごや内
　　　052-223-1067　　　　052-223-4199　        　　a2662@kankyokyoku.city.nagoya.lg.jp

申込方法
必要事項

申込先

TEL FAX Eメール

Webサイトはこちら

▲

名古屋市内の各区役所

▲

図書館

▲

生涯学習センター

▲

スポーツセンター等

ガイドブック配布場所

干潟に住むカニとトビハゼとふれあおう！

楽しいトリのお話と実際に観察をした後に、トリのミニ模型の色塗りをしよう！ 

藤前干潟は来年2022年にラムサー
ル条約登録から20周年をむかえま
す！プレ・イヤーとなる今年は藤
前干潟の日（11月18日）のある
11月にさまざまなイベントを企画
していきます！ぜひお楽しみに！

開催情報は
こちらから

湿
しっ

地
ち

について考
かんが

えてみよう
　湿

しっ
地
ち

は私
わたし

たちの身
み

近
ぢか

なところにたくさんあります。川
かわ

や水
すい

路
ろ

、わき水
みず

、ため池
いけ

や田
た

んぼ、干
ひ

潟
がた

などのように、いつも水
みず

でうるおっている場
ば

所
しょ

を湿
しっ

地
ち

と言
い

います。
　私

わたし
たち人

にん
間
げん

を含
ふく

め、生
い

きものたちは、生
い

きていく上
うえ

で水
みず

を必
ひつ

要
よう

としています。水
みず

と生
い

きもののすみかと食
た

べ物
もの

の供
きょう

給
きゅう

源
げん

となる湿
しっ

地
ち

には、プランクトン、植
しょく

物
ぶつ

や昆
こん

虫
ちゅう

、底
てい

生
せい

生
せい

物
ぶつ

や魚
さかな

、鳥
とり

など、さまざまな生
い

きものがくらしています。
　湿

しっ
地
ち

は、そこに住
す

む生
い

きものの力
ちから

と自
し

然
ぜん

の力
ちから

を得
え

て、汚
よご

れた水
みず

を浄
じょう

化
か

する機
き

能
のう

を持
も

ちます。また、自
し

然
ぜん

の緩
かん

衝
しょう

材
ざい

として、
河
か

川
せん

の氾
はん

濫
らん

を抑
おさ

える貯
ちょ

水
すい

機
き

能
のう

を持
も

ちます。マングローブ林
りん

やサンゴ礁
しょう

のある湿
しっ

地
ち

では、海
うみ

の波
なみ

の力
ちから

を抑
おさ

え海
かい

岸
がん

線
せん

を守
まも

って
います。地

ち
球
きゅう

の美
うつく

しい環
かん

境
きょう

と地
ち

球
きゅう

の生
せい

命
めい

を守
まも

るために、湿
しっ

地
ち

は地
ち

球
きゅう

にとって重
じゅう

要
よう

な場
ば

所
しょ

です。

いろいろな話
わ

題
だい

をお届
とど

けします。

湿
しっ

地
ち

について考
かんが

えてみよう

特
とく
別
べつ
ワークショップ、マンスリー企

き
画
かく
展
てん
示
じ

なごや環
かん
境
きょう
大
だいがく
学、藤

ふじまえ
前干

ひ
潟
がた
ふれあい事

じぎょう
業のご案

あん
内
ない

特
とくしゅう

集

エコパル
NEWS

エコパルなごやの
マスコットキャラクター

「コパ」



湿湿
しっしっ

地地
ちち

のの種種
しゅしゅ

類類
るいるい

をを知知
しし

ろうろう

湿湿
しっしっ

地地
ちち

をを守守
まもまも

るためにるために

わたしたち人
にん

間
げん

は、人
ひと

の生
せい

活
かつ

をより豊
ゆた

かにするため
に、さまざまな開

かい

発
はつ

を行
おこな

ってきました。その結
けっ

果
か

、湿
しっ

地
ち

を汚
よご

したり、こわしたり、埋
う

め立
た

てをすることで多
おお

くの湿
しっ

地
ち

を失
うしな

ってしまいました。しかし、湿
しっ

地
ち

は、も
ともとその地

ち

に住
す

んでいる人
ひと

々
びと

の暮
く

らしを支
ささ

え、漁
りょう

や
農
のう

業
ぎょう

、遊
あそ

びや学
まな

びの場
ば

でもありました。人
ひと

やそこに住
す

む生
い

きものにとって、大
たい

切
せつ

な場
ば

所
しょ

でした。

湿
しっ

地
ち

と聞
き

いて湿
しつ

原
げん

や干
ひ

潟
がた

を連
れん

想
そう

しますが、湿
しっ

地
ち

には幅
はば

広
ひろ

い意
い

味
み

があります。

湿
しっ

地
ち

の減
げん

少
しょう

は、日
に

本
ほん

だけでなく、世
せ

界
かい

中
じゅう

で進
すす

んでい
ました。ここ300年

ねん

の間
あいだ

に世
せ

界
かい

中
じゅう

の湿
しっ

地
ち

の87％が失
うしな

わ
れています。そこで、世

せ

界
かい

の国
くに

々
ぐに

が協
きょう

力
りょく

して、世
せ

界
かい

の
重
じゅう

要
よう

な湿
しっ

地
ち

を守
まも

り、湿
しっ

地
ち

の環
かん

境
きょう

をこわさないで賢
かしこ

く利
り

用
よう

し、その湿
しっ

地
ち

を利
り

用
よう

している渡
わた

り鳥
どり

や絶
ぜつ

滅
めつ

のおそれ
のある生

い

きものたちのために、ラムサール条
じょう

約
やく

という
国
くに

と国
くに

との約
やく

束
そく

事
ごと

を決
き

めました。環
かん

境
きょう

に関
かん

係
けい

する国
こく

際
さい

的
てき

な条
じょう

約
やく

としては、もっとも古
ふる

いものです。ラムサー
ル条

じょう

約
やく

は、正
せい

式
しき

には「特
とく

に水
みず

鳥
どり

の生
せい

息
そく

地
ち

として国
こく

際
さい

的
てき

に重
じゅう

要
よう

な湿
しっ

地
ち

に関
かん

する条
じょう

約
やく

」と言
い

います。1971年
ねん

に開
ひら

かれた国
こく

際
さい

会
かい

議
ぎ

で、この会
かい

議
ぎ

がイランのラムサールと
いう町

まち

で開
ひら

かれたので、町
まち

の名
な

をとって、ラムサール
条
じょう

約
やく

とよんでいます。
この条

じょう

約
やく

においての湿
しっ

地
ち

とは、「天
てん

然
ねん

のものであるか人
じん

工
こう

のものであるか、永
えい

続
ぞく

的
てき

なものであるか一
いち

時
じ

的
てき

なもので
あるかを問

と

わず、更
さら

には水
みず

が滞
とどこお

っているか流
なが

れているか、淡
たん

水
すい

であるか汽
き

水
すい

であるか鹹
かん

水
すい

（海
かい

水
すい

）であるかを問
と

わ
ず、沼

しょう

沢
たく

地
ち

、湿
しつ

原
げん

、泥
でい

炭
たん

地
ち

、水
すい

域
いき

（低
てい

潮
ちょう

時
じ

における水
すい

深
しん

が６メートルを超
こ

えない海
かい

域
いき

を含
ふく

む）」と定
てい

義
ぎ

しています。
日
に

本
ほん

は、1980年
ねん

にこの条
じょう

約
やく

に加
くわ

わりました。現
げん

在
ざい

171の国
くに

が加
か

入
にゅう

をしています。加
か

入
にゅう

した国
くに

は、「ラムサール条
じょう

約
やく

湿
しっ

地
ち

」登
とう

録
ろく

のための国
こく

際
さい

的
てき

な基
き

準
じゅん

にもとづいて、自
じ

分
ぶん

の国
くに

の国
こく

際
さい

的
てき

に重
じゅう

要
よう

な湿
しっ

地
ち

を1ヶ所
しょ

以
い

上
じょう

登
とう

録
ろく

します。世
せ

界
かい

には2431ヶ所
しょ

（うち日
に

本
ほん

では52ヶ所
しょ

）、アルジェリアより広
ひろ

い約
やく

２億
おく

5461万
まん

ヘクタール（254万
まん

6100平
へい

方
ほう

キロ
メートル）以

い

上
じょう

の面
めん

積
せき

が登
とう

録
ろく

されています。登
とう

録
ろく

された場
ば

所
しょ

は、人
じん

類
るい

全
ぜん

体
たい

にとって重
じゅう

要
よう

な価
か

値
ち

があると認
にん

識
しき

されて
います。

湿
しっ

地
ち

の場
ば

所
しょ

等
とう

自
し

然
ぜん

か人
じん

工
こう

の違
ちが

い 湿
しっ

地
ち

の種
しゅ

類
るい

海
うみ

や沿
えん

岸
がん

部
ぶ

自
し

然
ぜん

藻
も

場
ば

、サンゴ礁
しょう

、マングローブ林
りん

、汽
き

水
すい

湖
こ

、干
ひ

潟
がた

、塩
えん

性
せい

湿
しっ

地
ち

など

内
ない

陸
りく

部
ぶ

自
し

然
ぜん

湿
しつ

原
げん

、河
か

川
せん

、湖
みずうみ

や沼
ぬま

、わき水
みず

、カルスト台
だい

地
ち

、鍾
しょう

乳
にゅう

洞
どう

など

人
じん

工
こう

田
た

んぼ、水
すい

路
ろ

、ダム湖
こ

、ため池
いけ

など

このように湿
しっ

地
ち

は水
みず

のあるところです。

湿湿
しっしっ

地地
ちち

のの消消
しょうしょう

失失
しつしつ

とわたしたちのとわたしたちの暮暮
くく

らしらし

出
しゅっ

典
てん

：環
かん

境
きょう

省
しょう

発
はっ

行
こう

パンフレット「湿
しっ

地
ち

と私
わたし

たちのくらし」５ページを引
いん

用
よう



湿湿
しっしっ

地地
ちち

とＳＤＧｓとＳＤＧｓ

「ラムサール条
じょう

約
やく

湿
しっ

地
ち

」登
とう

録
ろく

のための国
こく

際
さい

的
てき

な９つの基
き

準
じゅん

１ 特
とく

定
てい

の生
せい

物
ぶつ

地
ち

理
り

区
く

（特
とく

定
てい

の生
せい

物
ぶつ

相
そう

を大
おお

まかに分
わ

ける地
ち

図
ず

）で、代
だい

表
ひょう

的
てき

、希
き

少
しょう

または固
こ

有
ゆう

の湿
しっ

地
ち

タイプを含
ふく

む湿
しっ

地
ち

で
あること。

２ 絶
ぜつ

滅
めつ

のおそれのある種
しゅ

や群
ぐん

集
しゅう

を支
ささ

えている湿
しっ

地
ち

であること。
３ 特

とく

定
てい

の生
せい

物
ぶつ

地
ち

理
り

区
く

における生
せい

物
ぶつ

多
た

様
よう

性
せい

の維
い

持
じ

に重
じゅう

要
よう

な動
どう

植
しょく

物
ぶつ

を支
ささ

えている湿
しっ

地
ち

であること。

４ 動
どう

植
しょく

物
ぶつ

のライフサイクルの重
じゅう

要
よう

な段
だん

階
かい

を支
ささ

えている湿
しっ

地
ち

。または悪
あく

条
じょう

件
けん

の期
き

間
かん

中
ちゅう

に動
どう

植
しょく

物
ぶつ

の避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

となる湿
しっ

地
ち

で
あること。

５ 定
てい

期
き

的
てき

に２万
まん

羽
ば

以
い

上
じょう

の水
みず

鳥
どり

を支
ささ

えている湿
しっ

地
ち

であること。
６ 水

みず

鳥
どり

の１種
しゅ

または１亜
あ

種
しゅ

の個
こ

体
たい

群
ぐん

の個
こ

体
たい

数
すう

の１％以
い

上
じょう

を定
てい

期
き

的
てき

に支
ささ

えている湿
しっ

地
ち

であること。

７ 固
こ

有
ゆう

な魚
ぎょ

類
るい ※の亜

あ

種
しゅ

、種
しゅ

、科
か

、魚
ぎょ

類
るい ※の生

せい

活
かつ

史
し

の諸
しょ

段
だん

階
かい

、種
しゅ

間
かん

相
そう

互
ご

作
さ

用
よう

、湿
しっ

地
ち

の価
か

値
ち

を代
だい

表
ひょう

するような個
こ

体
たい

群
ぐん

の相
そう

当
とう

な割
わり

合
あい

を支
ささ

えており、それによって世
せ

界
かい

の生
せい

物
ぶつ

多
た

様
よう

性
せい

に貢
こう

献
けん

している湿
しっ

地
ち

であること。

８ 魚
ぎょ

類
るい ※の食

しょく

物
もつ

源
げん

、産
さん

卵
らん

場
じょう

、稚
ち

魚
ぎょ

の生
せい

育
いく

場
じょう

として重
じゅう

要
よう

な湿
しっ

地
ち

。あるいは湿
しっ

地
ち

内
ない

外
がい

の漁
ぎょ

業
ぎょう

資
し

源
げん

の重
じゅう

要
よう

な回
かい

遊
ゆう

経
けい

路
ろ

となっ
ている湿

しっ

地
ち

であること。
９ 鳥

ちょう

類
るい

以
い

外
がい

の湿
しっ

地
ち

に依
い

存
ぞん

する動
どう

物
ぶつ

の種
しゅ

または亜
あ

種
しゅ

の個
こ

体
たい

群
ぐん

の個
こ

体
たい

数
すう

の１％以
い

上
じょう

を定
てい

期
き

的
てき

に支
ささ

えている湿
しっ

地
ち

であること。
※魚

ぎょ
類
るい

とは、魚
さかな

、エビ、カニ、貝
かい

類
るい

のことです。

日
に

本
ほん

が登
とう

録
ろく

する場
ば

合
あい

は、ラ
ムサール条

じょう

約
やく

に登
とう

録
ろく

するため
の国

こく

際
さい

的
てき

な９つの基
き

準
じゅん

のいず
れかに該

がい

当
とう

した国
こく

際
さい

的
てき

に重
じゅう

要
よう

な湿
しっ

地
ち

であり、日
に

本
ほん

の法
ほう

律
りつ

（自
し

然
ぜん

公
こう

園
えん

法
ほう

、鳥
ちょう

獣
じゅう

保
ほ

護
ご

管
かん

理
り

法
ほう

など）により、将
しょう

来
らい

にわ
たって、自

し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

の保
ほ

全
ぜん

が図
はか

られ、かつ地
じ

元
もと

住
じゅう

民
みん

などから
登
とう

録
ろく

への賛
さん

意
い

が得
え

られること
ができる湿

しっ

地
ち

を登
とう

録
ろく

していま
す。この条

じょう

約
やく

では、湿
しっ

地
ち

を賢
けん

明
めい

な利
り

用
よう

（かしこく使
つか

うこと）
をしながら、どのように保

ほ

全
ぜん

するのかは、湿
しっ

地
ち

を登
とう

録
ろく

した
国
くに

がその国
くに

の法
ほう

律
りつ

で湿
しっ

地
ち

を守
まも

ることになります。

ラムサール条
じょう

約
やく

の目
もく

的
てき

を通
つう

じて、湿
しっ

地
ち

がＳＤＧｓに関
かん

して果
は

たす役
やく

割
わり

の重
じゅう

要
よう

さを知
し

ることができます。
 保

ほ

全
ぜん

・再
さい

生
せい

  ：水
みず

鳥
どり

の生
せい

息
そく

地
ち

としてだけでなく、私
わたし

たちの生
せい

活
かつ

を支
ささ

える重
じゅう

要
よう

な
 生

せい

態
たい

系
けい

として、幅
はば

広
ひろ

く湿
しっ

地
ち

の保
ほ

全
ぜん

・再
さい

生
せい

を呼
よ

びかけています。
 賢
けん

明
めい

な利
り

用
よう

  ：地
ち

域
いき

の人
ひと

々
びと

の暮
く

らしとなりわい、バランスのとれた保
ほ

全
ぜん

を進
すす

め
 るために、湿

しっ

地
ち

の生
せい

態
たい

系
けい

を維
い

持
じ

しつつ、そこから得
え

られる恵
めぐ

み
 を持

じ

続
ぞく

的
てき

に活
かつ

用
よう

することを呼
よ

びかけています。
 交
こう

流
りゅう

・学
がく

習
しゅう

  ：湿
しっ

地
ち

の保
ほ

全
ぜん

や賢
けん

明
めい

な利
り

用
よう

のために、交
こう

流
りゅう

、能
のう

力
りょく

養
よう

成
せい

、教
きょう

育
いく

、
 参

さん

加
か

、普
ふ

及
きゅう

啓
けい

発
はつ

を進
すす

めることを大
たい

切
せつ

にしています。

出
しゅっ

典
てん

：環
かん

境
きょう

省
しょう

ポスター「日
に

本
ほん

のラムサール条
じょう

約
やく

湿
しっ

地
ち

」を加
か

工
こう

して一
いち

部
ぶ

引
いん

用
よう

保
ほ

全
ぜん

・
再
さい

生
せい

賢
けん

明
めい

な
利
り

用
よう

交
こう

流
りゅう

・
学
がく

習
しゅう

条じ
ょ
う

約や
く

の
目も

く

的て
き



名
な

古
ご

屋
や

市
し

南
なん

西
せい

部
ぶ

の庄
しょう

内
ない

川
がわ

、新
しん

川
かわ

、日
にっ

光
こう

川
がわ

の河
か

口
こう

を中
ちゅう

心
しん

とした河
か

口
こう

干
ひ

潟
がた

であ
る藤

ふじ

前
まえ

干
ひ

潟
がた

は、2002年
ねん

11月
がつ

18日
にち

に、ラムサール条
じょう

約
やく

に登
とう

録
ろく

されました。藤
ふじ

前
まえ

干
ひ

潟
がた

は、伊
い

勢
せ

湾
わん

奥
おく

部
ぶ

に残
のこ

された唯
ゆい

一
いつ

の大
だい

規
き

模
ぼ

な干
ひ

潟
がた

で、面
めん

積
せき

は323ヘクター
ル（3.23平

へい

方
ほう

キロメートル）あります。北
きた

半
はん

球
きゅう

のシベリア等
とう

の繁
はん

殖
しょく

地
ち

と南
みなみ

半
はん

球
きゅう

の越
えっ

冬
とう

地
ち

を往
おう

復
ふく

する渡
わた

り鳥
どり

のシギ・チドリ類
るい

の日
に

本
ほん

で最
さい

大
だい

規
き

模
ぼ

の中
ちゅう

継
けい

地
ち

と
なっています。シギ・チドリ類

るい

をはじめ２万
まん

羽
ば

を超
こ

える水
みず

鳥
どり

が藤
ふじ

前
まえ

干
ひ

潟
がた

を利
り

用
よう

しています。

湿
しっ

地
ち

が、人
ひと

や動
どう

物
ぶつ

や植
しょく

物
ぶつ

に役
やく

にたっていることや、湿
しっ

地
ち

を賢
かしこ

く使
つか

う考
かんが

えは、まだ十
じゅう

分
ぶん

に人
ひと

々
びと

に伝
つた

わっているとはいえません。そこで、湿
しっ

地
ち

を守
まも

るには、湿
しっ

地
ち

を使
つか

う人
ひと

や周
まわ

りに住
す

んでいる人
ひと

などが
関
かん

心
しん

を持
も

ち、みんなで話
はな

し合
あ

い、学
まな

び合
あ

い、後
こう

世
せい

に、湿
しっ

地
ち

の大
たい

切
せつ

さを伝
つた

えていくことが必
ひつ

要
よう

です。

藤
ふじ

前
まえ

干
ひ

潟
がた

のまわりでは、藤
ふじ

前
まえ

干
ひ

潟
がた

を知
し

り学
まな

ぶための環
かん

境
きょう

教
きょう

育
いく

の拠
きょ

点
てん

、干
ひ

潟
がた

を守
まも

るための保
ほ

全
ぜん

活
かつ

動
どう

の拠
きょ

点
てん

となる
施
し

設
せつ

として、名
な

古
ご

屋
や

市
し

野
や

鳥
ちょう

観
かん

察
さつ

館
かん

、環
かん

境
きょう

省
しょう

稲
いな

永
えい

ビジターセンター、環
かん

境
きょう

省
しょう

藤
ふじ

前
まえ

活
かつ

動
どう

センターがあります。さらに、
あおなみ線

せん

野
の

跡
せき

駅
えき

から稲
いな

永
え

公
こう

園
えん

周
しゅう

辺
へん

にかけての遊
ゆう

歩
ほ

道
どう

“藤
ふじ

前
まえ

干
ひ

潟
がた

プロムナード”では、干
ひ

潟
がた

の生
い

きものへの興
きょう

味
み

や
関
かん

心
しん

が高
たか

まる環
かん

境
きょう

学
がく

習
しゅう

教
きょう

材
ざい

を兼
か

ねた案
あん

内
ない

表
ひょう

示
じ

が各
かく

所
しょ

に設
せっ

置
ち

されています。藤
ふじ

前
まえ

干
ひ

潟
がた

を
臨
のぞ

む小
こ

径
みち

の散
さん

策
さく

を、潮
しお

風
かぜ

を感
かん

じながら楽
たの

しみ、干
ひ

潟
がた

の魅
み

力
りょく

を知
し

ることができます。
また、名

な

古
ご

屋
や

市
し

環
かん

境
きょう

学
がく

習
しゅう

センター“エコパルなごや”では、バーチャルスタジオプロ
グラム【ごみと資

し

源
げん

とさんあ～る】、【生
い

きもののつながりとわたしたち】の２つのプ
ログラムで藤

ふじ

前
まえ

干
ひ

潟
がた

についてふれています。
藤
ふじ

前
まえ

干
ひ

潟
がた

を通
つう

じて、湿
しっ

地
ち

の大
たい

切
せつ

さを学
まな

びましょう。

名名
なな

古古
ごご

屋屋
やや

市市
しし

のの国国
こくこく

際際
さいさい

的的
てきてき

にに重重
じゅうじゅう

要要
ようよう

なな湿湿
しっしっ

地地
ちち

、、藤藤
ふじふじ

前前
まえまえ

干干
ひひ

潟潟
がたがた

にに行行
いい

ってみようってみよう

出
しゅっ

典
てん

：環
かん

境
きょう

省
しょう

発
はっ

行
こう

パンフレット「湿
しっ

地
ち

とＳＤＧｓ」７ページを加
か

工
こう

して作
さく

成
せい

湿
しっ

地
ち

がもたらす多
た

様
よう

な生
せい

態
たい

系
けい

サービスの重
じゅう

要
よう

性
せい

を、私
わたし

たちは学
まな

び、永
えい

続
ぞく

的
てき

に湿
しっ

地
ち

の保
ほ

全
ぜん

と賢
けん

明
めい

な利
り

用
よう

に努
つと

める必
ひつ

要
よう

があります。

藤
ふじ

前
まえ

干
ひ

潟
がた

のラムサール条
じょう

約
やく

登
とう

録
ろく

認
にん

定
てい

証
しょう



マンスリー企画展示

エコパルなごやのイベントや展示情報、なごや環境大学の講座情報など最新情報をタイムリーにお知らせします。エコパルなごやウェ
ブサイトのトップページ「エコパル通信」の登録フォームにメールアドレスを入力すると登録できます。

エコパルなごやのメールマガジン「エコパル通信」のお知らせ

登録登録エコパルなごや

12/5（日）
［ツリーづくり］13：30～ 14：15　［リースづくり］14：30～ 15：15
※グルーガンを使用します。
小学生以上の方（小学生の方は保護者同伴）
各20名（先着申込順）　受付中
1作品　500円
リスの生息する東谷山の森などで集めた木の実などを使って、ツリーやリースを作ります。
守山リス研究会

日　時

対　象
定　員
費　用
内　容
講　師

「木の実などを使ったツリー・リースづくり」

10月24日（日）　10：30～ 11：10、13：00～ 13：40
３～ 12歳の方　親子参加OK（小学校３年生以下は保護者同伴）
各20名（先着申込順）　※10月12日（火）９：30～受付開始
１作品　500円
せん定枝を使った楽しい工作です。手のひらサイズの三輪車を作ります。
もくもく楽舎　たけちゃん工房

日　時
対　象
定　員
費　用
内　容
講　師

「せん定枝を使った手のひらサイズの三輪車づくり」

12月12日（日）　10：30～ 11：20、13：00～ 13：50
３～ 12歳の方　親子参加OK（小学校３年生以下は保護者同伴）
各20名（先着申込順）　※11月11日（木）９：30～受付開始
１作品　500円
せん定枝を使った楽しい工作です。手のひらサイズのトナカイを作ります。
もくもく楽舎　たけちゃん工房

日　時
対　象
定　員
費　用
内　容
講　師

「せん定枝を使ったトナカイづくり」

特別ワークショップ

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、予定が変更・中止になる場合があります。最新の情報は、エコパルなごやのホームページをご覧ください。

せん定枝を使った
動物たち

せん定枝などでつくった動物たちが、各
季節を楽しく過ごしている様子や元気良
く通学して授業を受けている様子などを
展示します。

もくもく楽舎　たけちゃん工房

10月
テーマ

出展者

内　容

藤前干潟ラムサール条約
登録20周年記念
プレ・イヤー！

2022 年にラムサール条約登録から 20 周年
を迎える藤前干潟の豊かな自然と魅力、楽し
み方をご紹介します。

藤前干潟ふれあい事業実行委員会

11月
テーマ

出展者

内　容

守山リス研究会の
活動紹介

「公園にリスを取り戻そう」を出発点に、ニ
ホンリスが安定して暮らすことができる自然
を取り戻し、維持するために行っている様々
な活動を紹介します。

守山リス研究会

12月
テーマ

出展者

内　容



申込・問合せ先

E-mail：a2231066@kankyokyoku.city.nagoya.lg.jp
http://www.kankyo-net.city.nagoya.jp/ecopal/
TEL：052-223-1066　 FAX：052-223-4199

〒460-0008　名古屋市中区栄一丁目23番13号
 伏見ライフプラザ13階
地下鉄東山線・鶴舞線の伏見駅「6番出口」徒歩7分
■開館時間／午前9時30分 ～ 午後5時　■入館料／無料
■休  館  日／毎週月曜日  祝日の場合はその翌平日
　　　　　　年末年始 　 12月29日～1月3日 

名古屋市環境学習センター

エコパルなごや
科学館
白川公園

N

名
古
屋
駅

伏
見
通

大
津
通

矢場町

若宮大通

久屋大通

広小路通伏見

6

丸の内
錦通

桜通

地
下
鉄
鶴
舞
線

 

地
下
鉄
名
城
線

地下鉄 東山線

地下鉄 桜通線

環境大学なごや

栄

エコパルなごや

（消防署があるビルの13階）

　子どもも大人も気軽に参加できる環境講座が開講されています。自然体験、工作、
ワークショップから自宅で学べるオンライン講座までいろんな講座があります。
　詳しくはウェブサイトのラインナップや無料配布中の冊子「なごや環境大学ガイ
ドブック2021後期号」をご覧ください。

〒460-0008 名古屋市中区栄1-23-13 伏見ライフプラザ13階
〈TEL&FAX〉052-223-1223 〈E-mail〉jimu@n-kd.jp 〈HP〉https://www.n-kd.jp

「なごや環境大学ガイドブック2021後期号」
配布＆ウェブサイト公開中！

「なごや環境大学」実行委員会事務局（エコパルなごや内）

藤前干潟ふれあい事業のご案内

10月17日（日）９時30分～ 12時
小学生以上（小学生は保護者同伴）
20名（応募者多数の場合は抽選）
10月３日（日）
稲永ビジターセンター（港区野跡４-11-２）、
あおなみ線「野跡」駅または市バス「野跡駅」バス停下車徒歩15分。
駐車場有。

日　時
対　象
定　員

（1）「干潟（ヨシ原）の人気者　カニとトビハゼに会おう！」

締　切
会　場

11月20日（土）　13時30分～ 15時30分
どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
20名（応募者多数の場合は抽選）
11月５日（金）

日　時
対　象
定　員
締　切

（2）「ひがたにくるトリ、どんなトリ？」

名古屋市野鳥観察館・稲永ビジターセンター（港区野跡４-11-２）、
あおなみ線「野跡」駅または市バス「野跡駅」バス停下車徒歩15分。
駐車場有。

会　場

メール、電話、FAXにて下記①から④の事項をお伝えください。
①催し名　②参加者全員の氏名（小学生の場合、学年も記入）
③電話番号（日中連絡のとれる番号）　④住所
藤前干潟ふれあい事業実行委員会
〒460-0008　名古屋市中区栄１-23-13　伏見ライフプラザ13階エコパルなごや内
　　　052-223-1067　　　　052-223-4199　        　　a2662@kankyokyoku.city.nagoya.lg.jp

申込方法
必要事項

申込先

TEL FAX Eメール

Webサイトはこちら
▲

名古屋市内の各区役所

▲

図書館

▲

生涯学習センター

▲

スポーツセンター等

ガイドブック配布場所

干潟に住むカニとトビハゼとふれあおう！

楽しいトリのお話と実際に観察をした後に、トリのミニ模型の色塗りをしよう！ 

藤前干潟は来年2022年にラムサー
ル条約登録から20周年をむかえま
す！プレ・イヤーとなる今年は藤
前干潟の日（11月18日）のある
11月にさまざまなイベントを企画
していきます！ぜひお楽しみに！

開催情報は
こちらから


